
 



第２０回 関川流域委員会

令和２年１２月
北陸地方整備局 高田河川国道事務所

資料３

概略ルート案について



1.現在の検討段階
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■説明内容

2.現地調査結果

3.概略ルート案の設定

4.懸念事項への対応状況

5.概略ルート案の比較評価



概 略 ル ー ト 帯 の 説 明

地質調査、海域測量等の実施

懸念事項（環境負荷等）に対する検討

概略ルート案比較評価

現地調査（測量、地質調査等）の説明

住民説明

■令和元年９月～

■令和元年９月～

１．現在の検討段階
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■平成３１年１月

■令和元年８～９月

■令和２年１２月（現在）



◼保倉川放水路事業に関する地質調査・地下水調査は、地域の地質状況、地下水状況の把握、事業計画検討に必
要な情報を得ることを目的に実施している。

◼令和元年度のボーリング調査より、地下水位分布と地層分布が想定できた。

２．現地調査結果（地質断面図）
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地質調査位置図 地質想定断面図
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新掘川概略ルート帯
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地質想定断面図の位置

①粘性土(沈下)

地質概要イメージ
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概略ルート沿いの断面を考えると、右図イメージとなる。
「➀粘性土」は圧縮性が大きいことが分かり、そのため放
水路施工時に沈下が予想され、何かしらの対策が必要と
なる。
「➅軟弱粘性土」は、軟弱であるため、こちらも対策が必要
となる。
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